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　2020年度の政府予算原案が確定しました。
ビッグニュースです。　
　 こ れ ま で 、 こ と あ る ご と に 有 機 農 業 政 策 の 強
化、予算措置の拡充を働きかけてきましたが、環
境直接支払いの助成金が有機農業の場合これまで
10 ア ー ル 当 た り 8000 円 の 助 成 だ っ た も の が 、
14000円に引き上げられることになりました。総額
で25億円くらいの規模です。
 
　これまでは、有機農業の取り組みも、たい
肥施用したとか緑肥を栽培したとかの減農薬
栽培の取り組みでも等しく10アールで8000円
の助成となっていましたが、環境維持の貢献
度に応じて助成金単価も変えるべきではない
か、との粘り強い交渉を重ねてきた結果、そ
の意見がようやく採用されました。
　
　有機農業の取り組みは基本的には10アール
あたり12000円で、これに堆肥施用や緑肥導
入、カバークロップ、土壌分析などの取り組
み を 併 用 し た 場 合 2000 円 の 加 算 で 、 合 計
14000円となるそうです。堆肥施用のみとか、
緑 肥 の 活 用 と か の 単 独 の 取 り 組 み に つ い て
は、4000円から6000円とか、そば栽培につい
ては3000円とか、取り組みレベルに応じた交
付単価となるそうです。
 
　5月の申請受付時には有機農業を取り組んで
いる面積はもれなく申請するようにしましょ
う。
 
　

環境直接⽀払いの助成⾦が

14000円に⼤幅アップ
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　12月21日ー22日に東京の立教大学で、日本
有機農業学会第20回大会が開催され、全国各
地の研究者、実践者160名が参加しました。
 
　第1セッションは「持続可能な農業の展開
にむけた有機農業の新展開」、第2セッショ
ンは「持続可能な都市農業を目指して」、第
3セッションは「有機食品流通の新たな潮
流」でした。
　
　私もこの第3セッションで「生産者組織に
よる有機農産物販売の展開と課題」というテ
ーマで発表の機会を得ました。
 
　また、当協会の判定委員長でもある岩元泉
鹿児島大学名誉教授から「イタリアにおける
有機農産物のショートサプライチェーンの展
開」と題した発表もありました。
　
　岩元さんのイタリアにおける有機農業の展
開、或いはフランスにおける有機農業の展
開、普及率24%という世界一の有機農業大国
オーストリアの分析報告など、興味深い数々
の発表がありました。鹿児島でもこうした先
進的各国の取り組みを学ぶ機会が持てたらー
と思うことでした。

⽇本有機農業学会20回⼤会、盛⼤に

本⽂を追加

常務理事 ⼤和⽥ 世志⼈

ほかにも新たに有機農業振興策が盛り込まれてい
ます。
関心のある方は農水省のホームページでご確認く
ださい。



 

　私と水俣との出会いは1971年、大学4年の夏。
　初めて見た水俣の海は、南国の太陽の下で静かに青く輝いていました。
 
　東北の太平洋に面した三陸の海辺の町で育ち、海というものに特別な想いがあった私には、永遠に時の流れ
を刻むように寄せて返す広大な海が、人間によって汚染され、そこで取れた魚を食べて人が死ぬなどというこ
とは想像を絶する話。
　その海を目の当たりにして、あまりの美しさに心を打たれ、同時に環境汚染の恐ろしさ、罪深さを知ること
になったのでした。
 
　毎年九州山口各県回り持ちで開催されている、九州山口、有機農業の祭典。
　今年は熊本県が、公害の原点と言われる水俣をテーマに取り組むことになりました。
 
　水俣病は有機水銀が食物連鎖を通じて生体濃縮し、魚に蓄積してそれを食べた人々の脳神経が侵され、ある
いは母体を通じて胎児が発病する環境災害。
 　企業の利益が、かけがえのない人の命や健康、そしてそれを守るための環境に優先するものとして動く資本
主義社会の経済の論理にいつの間にか支配されている私たち。
 　それは、今大きな問題になっている種子法の廃止や、種苗法の改正にも現われています。
 
　有機農業に遺伝子組み換え技術が許されないのは、環境中に放出された時にどのような結果がもたらされる
か予測がつかないからです。
　にもかかわらず、日本では数年後には遺伝子組み換えの表示義務はなくなり、また、ゲノム編集による食品
は何の表示もないまま、店頭で販売できることになったところです。
 
　世界の潮流と逆行していると言われている日本。
　先日、種子条例と種苗法改正に関する全国会議があり、その流れを変えるため、学校給食に有機農産物をと
いう声が多く出されました。
 　まだ1%にも満たない日本の有機農業。
　どこにそんなに有機のものがあるのかと、なかなか報われない日本の有機の現状を思いつつの会議でした。
 
　有機農業は命や人権を尊重する社会への最後の砦です。
 　人為的な環境汚染からもたらされた被害は
　水俣病という言葉で片付けられ、
　その犠牲者の苦しみから
　学ぶことさえおざなりな社会を生きる私たち。
 
　未来を生きる子どもたちのためにも有機農業を広げ、みんなで繋がりあって、明るい未来を、と切に願うこ
の頃です。

 
有 機 農 業 は 命 を 守 る 砦

水 俣 に 学 び 、
繋 が り 合 う 道 を

副理事長　大和田明江
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1月25日(土)のリレートークと分科会、26日(日)のトーク&ライブと映画上映会につきましては当日参加可能です。

交流会、懇親会の参加につきましては熊本県有機農業研究会さん
(電話096-223-6771)へお問い合わせください。

九州・山口有機農業の祭典お申込方法について

「第27回九州⼭⼝有機農業の祭典」に寄せて
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第 1 2回

オーガニックフェスタ報告！

　竹製のハイジブランコ、ジャングルジム、トラクターアドベ
ンチャー、木の玉ボーリングに加え、ひっつき虫を使った的当
てが登場しました。懐かしい遊びも現代の子供たちにとっては
新鮮！
　そして遊ぶ子ども達を見守るお母さんやお父さんの姿。
　ほのぼのした時間が流れていました。

 
　マーケット・マルシェエリアでは100店舗を超えるお店が軒を連ね、
旬の有機野菜や加工品、手作り雑貨や工芸品等の販売、展示やマッサ
ージブースが集結しました。
 
　2日目は雨や雷のため安全を最優先した結果、フェスタとしてはお昼
までの早めの終了となってしまい、来場者数も例年に比べ少し少なか
ったように感じました。
 
　キッチンエリアでは、オーガニック食材を使った料理を扱う26店舗
が出店し、完売が相次ぐほどの大盛況でした。6年目のリユース食器に
ついても理解が増えてきています。

マーケット・マルシェ・キッチン

　第12回目となるオーガニックフェスタかごしま2019は火山
灰や雨に見舞われましたが、皆さまのおかげで大きなけがや
事故もなく終了しました。
　ご来場いただいた皆さま本当にありがとうございました。
　
　今年もステージ・遊び村・マーケット・マルシェ・キッチ
ンの5つのエリアで構成し、特別企画のODKブースも大盛況
となりました。
　ご協力いただいた農家の皆さま本当にありがとうございま
した。

遊び村



ステージ

ふるまい企画
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　今年のステージは場所を替え遊び村のすぐ隣で行いました。
また場所だけでなくタイムテーブルも大幅に変更し、ほとんど
2日目のみの実施予定となりました。
 
　しかし2日目は天候に恵まれず実施できたプログラムは一部
のみでしたが、場所を替えて出演者と来場者の距離感が近くな
った分一体となって会場を大いに沸かせていました。

　今年も姶良有機部会様と今村学園ライセンス
アカデミー様、甲南高校の生徒の皆さまのご協
力の下、餅つきと豚汁のふるまいを行いまし
た。会場ではワクワクした顔で整列する長い行
列が目立ちました。体が温まる温かい豚汁を受
け取った際の笑顔はとても印象的でした。
　
　チェーンソーアートの実演披露も大好評でし
た。完成したキリン・イルカの2体はとても素
晴らしい作品でした。

　今回12回目を迎えたオーガニックフェスタは、これからも作る
人と食べる人がより深く温かく繋がっていける素晴らしい空間にな
るように取り組んでまいります。　
　
　お忙しい中、オーガニックフェスタに関わってくださいました全
ての皆様に感謝申し上げます。
　本当に有難うございました！！

特別企画ODK!（OSHIKAKEデザインかごしま）

　今回特別企画のODKデザイナーによる農家さんへのポスター授与式が
24日行われました。当日までどんなポスターができているのか、農家さ
んはおろか実行委員にもお披露目までは完全に秘密な状態。
　私達もどんなのが出来上がるのかわくわくです。
　当日には16枚の素敵なポスターが展示され、来場者もまじまじと見て
いました。
 
　お渡し式の時には感動のあまり涙ぐんでしまう農家さんも。
　デザイナーさん達の想いが農家さんや私達を感動させてくれ、荒天の
中でしたが温かい空気に包まれました。
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お渡し式ではデザイナーさんがポスターへの想いを語られ農家さんへお渡しされました！

全１６枚のポスターはHP「オーガニックフェスタかごしま」に掲載してます。検索してね！



・「有機農業とデザインを語る」に参加しました！

�

�

Organic voice
〜認証事業者からの声〜

広報や販売の幅が広がり、周知の意味では役に立っています。JASマークを揶揄する方もいますが、使用して
いる私たちも広く広報していきたいと思います。

　前頁で報告いたしましたOSIKAKEデザインかごしま、通称ODKによる「有機農業と
デザインを語る」が11月27日にマークメイザンであり16枚のポスター展示と合わせイ
ベントが開催されました。参加者は、デザイナー、一般の方、有機農家、当協会職員な
ど、約30名が参加。
 
　JASマークについてや、有機農業の現状の説明から始まり、後半は、①どうすれば
JASマークが普及するのか、②有機農家が増えるのか、③有機野菜の付加価値を高める
にはどうすればいいのか、の3つテーマを設けグループセッションが行われました。職
業の垣根を超えたグループだからこそ、違う角度からの面白いご意見がたくさんです。
　
　例えば、デザイナーの方から、ご自身もポスターやマークをデザインするものの、そ
の認知力の低さ、浸透力の難しさの苦悩をお話され、JASマークも世に繰り返しアピー
ルしていく必要性があるとのご意見がありました。具体的にはJASマークの歌を制作し
YouTube配信する、それを売場で流すなど、工夫のヒントがありました。
 
　また農家を増やすには、農業とスポーツチームの兼業農家を作る、地域で農家同士の
交流を強化しIターンに繋げるなどのご意見なども。他にも素敵なご意見をいただきま
したがこちらでは全て掲載出来かねますので詳しくは当協会Facebookにもアップして
おります。
　気になる方はメールやfaxでも報告書をお送りしますのでお気軽にご連絡ください！
 
 
 
 

・2020年度のフェスタについて
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ドルフィンポートの借地契約が来年2020年で終了することもあり、来年は別会場での実施を計画しております。
開催候補地は既にいくつか検討しておりますが、まだ確定はしておりません。決まり次第、こあぷれすで会員の皆さ
まにお知らせさせていただきます。今しばらくお待ちください。

サトウキビ、純黒糖。こだわりは、サトウキビの本来持っている自然な甘さ、香
り、旨味を感じられるような、黒糖にするために、原料であるサトウキビ自体を安
心安全に美味しくできるようなオーガニック栽培を科学的に分析し試行錯誤しなが
ら栽培しております。

鹿児島オーガニック・喜界島オーガニックを世界に広めるために共に協力しながら取り組みをしていけたらと
思います。

鹿児島・喜界島オーガニックを世界に広めることです。食は生命維持には欠かせません。まずは喜界島の学
校給食や食に関わるものをオーガニックにしていきたいと思います。最初は有機栽培の技術理論の勉強と実
践あるのみだと思います。

２、有機農業協会に望むこと
喜界島工房 

　　　杉俣　紘二朗　さん

１、何を生産していますか？

３、有機JASマークへの思い

４、これからの目標や夢は？

普及啓発よりお知らせ

デザイナー×有機農家。

１６枚のポスター展⽰は圧巻！

グループセッションの様⼦。

有機野菜の⾷べ⽐べもしました。
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  【有機認証は事業者に過度の負担を強いていないか】

　農水省の調査によると、有機農業の取り組み面積は、
有機JAS認証を取得していない農地を中心に、年間
4~5%（年間約1000ha）と緩やかに増加しているが、総
面積は全耕地面積の0.5％に過ぎず、（表①）全生産量
のうち有機JAS農産物の割合は茶を除いて1％にも満た
ない。
（表②）
　
　また有機農業に取り組む生産者の課題として、労力が
かかる等負担感が大きく、特に除草を含む労働時間が慣
行栽培より大きい、としています。（表③④）

　
　JAS認証は記録の作成や資材の確認、格付表示や検査
方法の変更など更に過重な負担を強いているではない
か、という認証事業者さんの声が聞こえてきます。
 
　そういうのを嫌って非認証有機農家という選択をする
人も多いのかもしれません。　
　
　しかし、この状況を打開することを考えるなら、せめ
て、今の検査体制の中で、工夫して何とか事業者の皆さ
んの負担を減らせるものなら減らしたい、どこを？その
方策は？と考えています。
 
　皆さんのご意見が何より重要ですので、今後アンケー
トやフォローアップ講習会も地域に出向いて行うなど、
お話を伺う機会を増やしたいと考えています。
 
　ご理解、ご協力をお願いします。

認証担当より

表①

表②

表④

表③
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よろしく

お願いします！

　今年度からの新規事業として7月に1回目を開催した「有機農業ステップアップセミナー」の2回目を開催します。前回
は約20名程の参加があり、「あなたの畑のこと知っていますか?」と題して参加者各自の畑から土を持ち寄り、pHや窒
素・リン酸・カリの測定を行い、それをもとに解説やグループディスカッションを行いました。
　
　アンケートでは、他の生産者の事が知れてよかった、資料等は目にするが測定方法や条件で違うことが分かり改めて
確認出来た、などご意見がありました。
 
　第2回目となる今回は2月28日(金)に国分シビックセンターで開催します。今回はそのやま農園と久木田農園のコスト
管理についての事例を紹介していただきます。また、品目ごとにかかる作業時間や人件費など、その妥当性・実現可能
性を県の持っているデータと比較し、その上でどのぐらいの生産量（単収）が上がって、どのぐらいのコストで賄えれ
ばこの計画でやっていける！というのを図ります。ぜひご参加ください。
�

第2回ステップアップセミナー開催のお知らせ

協会からお知らせ

�

認証部より

別紙をご確認ください。

講習会とフォローアップ講習会のご案内を別紙で入れております。
ご確認を宜しくお願いいたします。

（ステップアップセミナー前回の様⼦）

⽯垣信也

（出典：農林⽔産省HPより）


